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研究成果の概要（和文）：　本研究では、まずは全国の木簡出土事例を網羅的に集成し、また木簡出土遺跡の現
地調査や実物資料の熟覧調査を実施するなど、研究基盤の構築を行なった。その成果に依拠しつつ、資料の熟覧
調査から得た知見に基づく論考や公出挙制に関する考察から古代地方社会の実態解明を企図する論考を公表し、
他にも学会報告や講演会を行なうなど、多くの成果を多様な形式で発表した。
　さらに、都城遺跡出土木簡の調査・研究や関連テーマの研究などとの相互連関を図り、多彩な成果を論考・学
会報告・書籍など様々な形式で発表した。
　

研究成果の概要（英文）： At first, I collected examples of wooden tablets excavated from the whole 
of  Japanese sites as many as possible, explored some sites from where wooden tablets were 
excabated, and examined the real tablets excavated from these sites, in order to silidify the 
foundation for my study. Then, depending on this foundation, I publised some papers which is based 
on results of the examination on the real wooden tablets, and some theses on ancient Japanese 
provincial society from the analysis of a kind of finacial systems called "Kusuiko". In addition, I 
presented the results of my study at some conferences, and gave lectures on some meetengs.
 Furthermore, I tried to connect my study with examinations on the wooden tablets excavated from 
ancient Japanese palace sites, and some studies on which are related to my study. And I announced 
verious results of my study in verious ways; papers, presentations, and publications.

研究分野：日本古代史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　木簡は脆弱な遺物であり、実物を調査する機会は研究者でも限られる。また、木簡は考古遺物でもあり、考古
学的知見も必要という扱いの難しさもある。
　一方、平城宮・京跡の発掘調査および出土木簡の調査等を本務とする私は、発掘調査の現場に立つ機会や木簡
実物を取り扱う機会に恵まれている。その経験を活かし、全国各地の木簡実物を調査しながら挙げた成果は本研
究ならではのものと言え、学術的意義は大きいと考える。
　さらに、関連諸テーマとのリンクも図りつつ、一般向けも含めた広範な調査成果の公表を図るなど、大きな社
会的意義も果たしたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 木簡は、研究開始当初の時点で全国での出土総点数が 40万点に迫る、古代史研究に不可欠な
一大資料群となっていた。また、その出土は平城宮・京跡などの都城遺跡に留まらず、全国各地
に所在する古代地方官衙関連遺跡（以下、地方遺跡）からも、出挙を中心とする財政関係木簡な
ど数多くの木簡の出土が報告されていたところである。 
 
 一方、古代地方社会の実態を探求するに際して、木簡を充分に活用した研究は、手薄と言わざ
るを得ない状況であった。これは、 
  (１) 木簡は文字資料であると同時に考古資料でもあり、充分な分析には文献史学・考古学 
    双方についての知見が求められる 
  (２) 木簡は脆弱な遺物であり、研究者であっても実物に接する機会はきわめて限られる 
といった、木簡の研究に伴う一種独特の難しさによるところもある。 
 
 私自身も、学生時代より公出挙制を主軸に据えた日本古代地方財政史の研究に取り組む中で、
地方遺跡出土木簡等の分析から公出挙制の実態に迫ることを目指したことがある。その成果の
一部は修士論文に組み込むことができたが、当時の自身の力不足もあり充分な分析に至らなか
った部分も多く残され、研究の深化の必要性を痛感していたところである。 
 
 その後、幸いにも奈良文化財研究所に奉職することとなり、都城発掘調査部・史料研究室に所
属し、平城宮・京跡の発掘調査および出土木簡の調査・分析・保管を本務とすることになった。
その中で得た経験を活かしつつ、改めて地方遺跡出土の財政関係木簡等を収集・分析し、学生時
代以来の研究テーマの深化を目指したのが、本研究を志した背景である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の第一の目的は、公出挙関連などの財政関係木簡を中心に、古代の地方遺跡より出土す
る木簡を総合的に検討することによって、古代国家の支配システムとその運用の具体像を主と
して財政史的観点から構築するとともに、それによって支配され古代地方社会の実像、文献資料
だけではうかがい知れない実態面に迫ろうとすることである。 
 
 また、地方遺跡出土木簡は、公出挙関連資料に限定される訳ではない。財政関係に限っても、
例えば田租制や荘園制など、公出挙制とも密接に関連する周縁諸制度に関する木簡も多く出土
している。本研究では、これらにも広く目配りしつつ事例を収集し、より豊かな古代地方社会像
の構築に寄与することも意図している。 
 
 さらに、地方遺跡出土木簡は平城宮・京跡ほかの都城遺跡出土木簡から切り離されて存在する
ものではない。むしろ、性格的な相違を含みつつ、両者はいわば表裏一体の関係にあるとの評価
も可能である。したがって、本研究の遂行は、本務とする平城宮・京跡出土木簡の位置づけの相
対化に資するのはもちろん、本研究と本務とを有機的にリンクさせることにより相乗効果を発
揮し、両者のタスクが深化することも期待しうる。これも、本研究の重要な目的のひとつである。 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究の方法として、研究開始当初は大きく二つの手法を考えていた。まずは、全国の木簡出土
事例を収集すること。その際、発掘調査報告書や木簡学会会誌『木簡研究』を活用することはも
ちろん、本務の中で構築した全国各地の調査担当者の方々との人的ネットワークも活かし、最新
の出土情報の入手を心がけることとした。 
 
 次に、木簡出土遺跡の現地調査と木簡実物の熟覧調査を実施すること。木簡の研究には使用の
場を想定しながら考察する姿勢が不可欠であり、出土遺跡の立地や地形、気候や環境なども重要
な情報となる。また、木簡は広義の木製品であり、考古資料でもあるため、実物に接しての熟覧
調査は何にも増して重要である。なお、この遺跡の現地調査と実物資料の熟覧調査においても、
各地の調査担当者との人的ネットワークが活きてくると想定していた。 
 
 上記に基づき研究に着手したが、実際に研究を遂行する中で、手法の追加や若干の軌道修正も
行なった。すなわち、本研究の成果を本務である平城宮・京跡出土木簡の調査・研究や関連諸テ
ーマの研究とリンクさせることに、当初の想定を上回る有効性が見出されたのである。そのため、
上記二つの手法に加え、関連研究との有機的リンクという手法や姿勢も強化してゆく結果とな
った。 
 



４．研究成果 
 
 全国の木簡出土事例の収集については研究期間を通して作業を継続し、山本祥隆「2017 年全
国出土の木簡」（第 39 回木簡学会研究集会、2017 年 12 月 3 日、於奈良文化財研究所）、山本祥
隆「2018 年全国出土の木簡」（第 40 回木簡学会研究集会、2018 年 12 月 2 日、於奈良文化財研究
所）といった学会報告などの形式で成果発表を行なった。これらは、各年における全国の木簡出
土事例を可能な限り網羅的に収集することを目指すことにより、研究遂行のための基礎的なデ
ータの構築を企図したものである。 
 
 木簡出土遺跡の現地調査や木簡実物の熟覧調査については、2016 年度には鳥取市の青谷横木
遺跡・大桷遺跡・下坂本清合遺跡ほかの遺跡および出土木簡調査など、2017 年度には島根県出
雲市の青木遺跡ほかの遺跡および出土木簡調査など、2018 年度には静岡市の尾羽廃寺跡ほかの
遺跡および出土木簡調査など、2019 年度には三重県桑名市の柚井遺跡ほかの遺跡および出土木
簡調査などを行なった。調査に赴いた主な遺跡は、東（北）は宮城県多賀城市の多賀城跡から西
は福岡県太宰府市の大宰府跡にまで及び、総じて、研究期間を通して活発に調査を実施し得たと
考える。 
 
 以上の調査に基づきつつ、山本祥隆「古代木簡にみえる「勝」の字体」（『奈良文化財研究所紀
要 2019』2019 年 6月）などの論考を公表した。本稿は、熟覧調査を実施した島根県出雲市・青
木遺跡出土木簡の難読文字について、同じく熟覧調査にて実見した鳥取市・青谷横木遺跡出土木
簡や平城宮跡出土木簡の事例に依拠して釈読案を提示し、そこから地方社会の実像の一端をう
かがおうとしたものである。 
また、武田寛生・山本祥隆「静岡県尾羽廃寺跡の発掘調査と出土木簡」（第 41回木簡学会研究
集会、2019 年 12 月 8日、於奈良文化財研究所）などの学会報告も行なった。本報告は、現地調
査・熟覧調査を実施した静岡市・尾羽廃寺跡の発掘調査概要、および遺跡周辺の立地や歴史的環
境などを紹介し、あわせて出土木簡の事例報告および木簡や遺跡に関わる諸史料の提示により、
本遺跡および出土木簡の理解を深めることを意図したものである。 
 
さらに、研究成果を用いた公出挙制関連論文として、山本祥隆「公廨二題 ―律令国家地方支
配の転換点をめぐって―」（佐藤信編『律令制と古代国家』吉川弘文館、2018 年 3月）を発表し
た。本稿は、公出挙制の一部をなすいわゆる公廨稲制度の沿革をトレースし、またそれと密接に
関わる大宰府管内諸国における各種「公廨」についての考察を総合することにより、古代国家と
地方社会の関わりのあり方に関する画期を明らかにしたものである。熟覧調査にて実見した宮
城県多賀城市・市川橋遺跡出土木簡にも言及している。また、特に大宰府管内諸国における各種
「公廨」についての理解は、本研究の中で実施した福岡県太宰府市・大宰府跡の現地調査や出土
木簡の熟覧調査にて得た知見に基づく部分も含まれる。なお付言すると、本稿は前述した学生時
代以来の研究テーマの深化を目指した成果の一部でもある。 
 
 平城宮・京跡出土木簡などの調査・研究についても、山本祥隆「奈良・平城宮跡」（『木簡研究』
38 号、2016 年 11 月）や山本祥隆「奈良・平城京跡」（『木簡研究』41号、2019 年 11 月）などを
執筆し、それらを奈良文化財研究所編『平城宮発掘調査出土木簡概報（四十五）』（2020 年 3 月）
に集成して公表するなど、比較研究の基盤整備を目指した。それらに拠りつつ、奈良文化財研究
所編『木簡 古代からの便り』（岩波書店、2020 年 2月）や佐藤信編『古代史講義【宮都篇】（筑
摩書房、2020 年 3月）などの書籍、または山本祥隆「なんと美しき平城京 ―都づくりの日々の
一コマ―」（奈良文化財研究所第 118 回公開講演会、2016 年 6 月 18 日、於奈良文化財研究所）
などの口頭報告（講演会）といった、種々の形式での成果発表に努めた。 
 
 関連テーマとの相互補完研究としては、主に年輪年代学的手法を応用した木簡研究が挙げら
れる。これは、分析対象が大型木製品に限定されがちであった年輪年代学の調査手法を、小型品
を主とする木簡に対して積極的に適用することにより木簡研究の新たな可能性を模索するもの
であり、本研究で主要対象とした地方遺跡出土木簡も重要な分析対象と位置づけられる。この研
究では木簡実物から抽出した年輪データが不可欠であり、本研究による木簡実物の熟覧調査の
成果も大いに活用した。本研究とはもちろん、本務である平城宮・京跡出土木簡の調査・研究と
も有機的なリンクを図りつつ、星野安治・浦蓉子・山本祥隆「年輪年代学的手法による木簡研究
の可能性」（『木簡研究』40号、2018 年 11 月）や山本祥隆・星野安治「年輪年代学的手法による
平城京跡出土木簡の検討」（『奈良文化財研究所紀要 2017』2017 年 6月）などの論考、星野安治・
山本祥隆「平城京跡出土木簡の年輪年代学的手法による同一材の推定」（日本文化財科学会第 34
回大会ポスターセッション、2017 年 6月 10・11 日、於東北芸術工科大学）や○星野安治・山本
祥隆・桑田訓也「年輪年代学的手法による木簡の同一材推定」（第 68 回日本木材学会大会（京都
大会）、2018 年 3 月 14 日、於京都府立大学）などの学会報告、奈良文化財研究所埋蔵文化財セ
ンター編『埋蔵文化財ニュース 第 181 号 木簡の年輪年代学』（株式会社明新社、2020 年 3 月）
などの書籍、といったさまざまな形態・媒体により調査成果を発信した。 
 



 
 以上が、本研究の主要な成果の概略である。当初計画していた日本古代の地方社会の実態解明
について、一定の成果を挙げることができたものと思う。特に山本祥隆「古代木簡における「勝」
の字体」（前掲）は、複数の地方遺跡出土木簡および平城宮跡出土木簡の横断的・総合的な調査・
分析によって得られた知見であり、本研究ならではの成果と考える。また、山本祥隆「公廨二題」
（前掲）も、国家側の視点から地方社会を照射することにより、地方社会の有り様やその変化お
よび画期を究明したものであり、本研究の目的に適うものである。 
 また、平城宮・京跡出土木簡の調査・研究、および関連諸テーマの研究との有機的リンクを目
指す試みは、当初予想していた以上の成果を挙げ得たと言えるであろう。本研究で得られた見通
しも活かしながら、今後も同様の方向性に基づく研究の発展を図りたい。 
 一方、古代地方社会の実態解明については、資料の収集や調査に留まり、充分な分析に至って
いない部分も残されている。本研究を通して得た経験を活かし、ひきつづき研究の深化を目指し
てゆく所存である。 
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